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恐竜の足跡の発見などで話題になった福井県勝山市北谷町杉山の f手取層jを中心に'垣例の夏季巡

検が8月6日から 8日までの日程で行われた。参加者は当日午後2時までに福井県立博物館に集合と

なっていたが、当日新幹線が事故で早朝より不通になったため、車や在来線の乗り継ぎをしてお名が

参加した。

今年の夏は恐竜の化石発見や、映画「ジュラシック@パークム fREX恐竜物語jなどや各地で催さ

れた「恐竜展j等のイベントで、さらに恐竜ブームとなった。

恐竜は中生代(三畳紀から白亜紀)地球上を支配していた。当時の日本列島は現在のような島弧の

形ではなく、中国大陸と陸続きであったことは、日本各地で発見される恐竜の化石が中国大陸のもの

と類似していることからも明らかであろう O まさしく地層には地球の歴史が刻みこまれている O
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自然と身近なものが紹介し った。ジオラマ

の槌物や水はイミテーションでも驚くほ

なものだった。
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業で出来る事ではない。勝山市にも博

物館のような施設を造ってもらい保管

したいと熱っぽく話してくれた。

発見された化右は、足跡の他にカマ

ラサウルスの仲間(スギヤマリュウ)

の露、アロサウノレスの仲間(カツヤマ

リュウ〉の尺骨など、メガロサウルス

の仲間(ツチクラリュウ)の頭、ドロ

マエオサウノレスの仲間(キタダニリュ

ウ)の歯1 後足の地鈎爪など、イグア
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恐竜の分

獣関車問…アロサウルス

竜脚盟問…マメンチサウルス

電盤自

樹首亜日…アンキロサウルス

剣議麗悶…ステゴサウノレス

鳥脚車問…カンプトサウjレス イグアノドン

魚竜頭目…トリケラトプス

国3 恐竜資料より改関

から遺伝子の本体であるの一部が復元されたという記事が自につく。は

どにふれると急速に破壊されやすい物質なので、化石などからは抽出されにくいが、琉拍のよ

うなものでは空気が遮断されているので保存されやすい。この暁泊の中に埋め込まれている昆虫など

のDNAをrpCRJ法という方法で、高瓶、低湿の繰り返しで7時間位の開に数十僚倍の最の DNA

取り出す。こうして得られた DNAの塩基配列を調べていく O 現段階では、ジュラシック@パークのよ

うに恐竜を再現させることは不可能であるが、過去の生物体の特定な DNAを、現生種あるいはそれに

近い種と比較し、その変化の跡を調べていくことによって、生物の進化過程を正確に知ることができ

るOかりに恐竜の D討Aが復元できれば、恐竜が胞虫類と

だろう O

どちらに近縁だったのか明らかになる

の巡検は全行程 1000km以上にも及ぶ、長いものだ、った。天候にも比較的恵まれ、事故もなく無

することができた。企画から案内まで引き受けられた和田先生はじめ事務局の方々のお世話に

感謝する次第であるO

ニュートン別冊 (1990)
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切抜き速報科学版10号 (1992)ニホン。ミック

恐竜の名前について 会)にもとづいた。
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